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俳人小林一茶の寛政伊予の旅・ 

新居郡と俳友と名残の句 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神郷校区文化祭でのお誘い 
神郷まちづくり委員会 環境美化部 

 

「親子で寄せ植え体験しませんか！」 

場所 神郷小学校体育館 

時間 令和元年11月10日  

9:00～11：00（なくなり次第 終了） 

対象 小学生までの親子 限定30組 無料 

内容 プランターに3，4種類花の苗を寄せ植えしてお家

に持って帰ってもらいます。 
 

  おめでとうございます   
 

県公連会長表彰 優良公民館 神郷公民館  
〃 優良公民館職員 安藤由子（管理人） 

 10月24日「これからの公民館の役割と課題とは」を

大会主題に令和元年度愛媛県公民館研究大会が西条市

中央公民館で開催され、優良公民館として神郷公民

館、優良公民館職員として神郷公民館管理人安藤由子

さんが県公連会長表彰を受賞しました。 

 安藤由子さんは15年間もにわたり公民館管理人とし

て勤められ、特に趣味のパッチワークを生かして神郷

のシニアの生きがいづくりに貢献されています。 

 

愛媛県少年補導委員研修大会 知事感謝状   
高橋清昭さん・近藤恵宣さん 

 9月10日「愛媛県少年補導委員研修大会」が松山市青

少年センターで開催され、高橋清昭さん（散田）・近

藤恵宣さん（田の上）に知事より感謝状が贈られまし

た。 

受賞された皆様方の今後益々のご活躍を期待してお

ります。おめでとうございました。 

 
 

１１月（霜月）の行事予定  
 

１日（金）19:00～ 運審会         神郷公民館 

５日（火）19:00～ 健全育成部会                〃 

          環境美化部会        〃 

７日（木）19:00～  老人クラブ会長会      〃 

９日（土）8:00～  校区文化祭準備  神郷公民館･神郷小学校 

１０日（日）9:00～  校区文化祭   神郷公民館･神郷小学校 

１６日（土）9:15～  芸能発表会       神郷小学校 

１８日（月）     いきいきセミナー 陶芸 神郷公民館 

１９日（火）900～  集団検診          〃 

２０日（水）     食改            〃 

２１日（木）19:00～ 人権市民講座        〃 

２５日（月）19:30～ 連合自治会長会       〃 

２９日（金）19:30～ 少年補導定例会       〃 

 江戸時代文化・文政期の俳人小林一茶が寛政7年（今から

約224年前‥1795年）に伊予を旅した記録があります。

一茶は33歳の頃、寛政7年正月に初めて伊予に足を踏み入

れた。伊予ではまず新居浜に立ち寄り1月10日に新居浜東

町米田屋騎龍亭に泊まった。そして騎龍では「帳閉
とず

る加勢
か せ

もせずに旅寝とは」の句を残している。そこで、帳閉るに

ついてであるが、昔商家で諸帳簿を綴じて祝う習慣があ

り、帳祝いと言って小宴を催していたと注釈があります。

一茶は、翌11日に俳友騎龍に別れを告げ西条・今治・北条

を経て1月15日に松山にたどりつく。松山では、俳友・栗

田樗堂
ちょどう

を訪ねる。ここでは樗堂の歓待を受け二十日も滞在

し、松山城の里の花見をしたり、道後温泉などで遊んだり

して句会を楽しんでいる。２月５日に、樗堂に別れの礼を

言い帰路についた一茶は三津浜に迂回して、三津浜でも６

日間滞在して近郊の俳人たちと句会を開き交流した。 

 そして１１日に、西条・新居浜を目指して馴染みの俳友

宅を訪ねながら帰路についた。２２日に、西条の伊曽野神

社に詣でて、２３日沢津の俳友橘平（藤田初右衛門）の誘

いを受け沢津の阿弥陀堂に泊まった。現在、阿弥陀堂には

後日田の上で詠んだ「長閑
のどけし

や雨後の縄はり庭雀」の句碑が

あります。一茶は翌２４日に田の上の影
えい

香舎
こうしゃ

に入った。影

香とは松神子村庄屋小野周
しゅう

胤
いん

（俳号榎堂）の夫人イシの俳

号で、夫婦揃って句作を友とした風流人であった。一茶は

句会のあと、画賛横幅「蚤の迹
あと

かそえながらに添乳かな」

と短冊「初夢に猫も不二見る寝様哉」・「花陰に誰隙
すき

くれ

しうす艸
ぞう

履
り

」・「帳面の上に咲けり福寿草」三葉を残して

いる。 

 一茶が小野本家に吟杖を留めて句会を開いて以来、小野

家関係者で俳諧に志すものが多く、奇丈・画中・羅月・三

千丸・夏暁・敬吾らが相次いで俳壇に躍りでた。なかでも

榎の本分家の長男奇丈が優れており、奇丈は８１歳の生涯

を閉じるまで俳道にいそしんだという。この奇丈の句碑が

田の上の大師堂境内にあります。 

 一茶は、田の上の影香舎で一泊し句会を開いた翌日、土

居町入野「暁雨館」の山中時風を訪ね歓談した。山中家で

は、親戚の小野氏からの伝言もあって三日間滞在したが、

２６日一茶が時風と共に芒が原を散策した折に住吉の宮で

「雨かすむ貴地のあの山めづらしや」と詠んでいるが、こ

の句については、現在土居町に句碑が建てられている。 

 ２８日早朝、時風に別れを告げ入野を後にして、一茶は

二か月近くに及ぶ伊予の旅を終え江戸に向かったのであっ

た。 

 

 第6回 いきいきセミナー 

「陶芸教室」 参加者募集 
来年の干支 陶器のネズミ作りに挑戦しませんか 

 

・日時 11月18日（月）10:00～1２:00 

・講師 青葉 太一先生（西条青葉窯） 

・参加費 1000円 場所 神郷公民館 

・申込み 神郷公民館 ℡46-1181 11月８日締切  

お正月の飾りにピッタリです！ 

      」 

 

 
 

 

 


